
 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米に関するマンスリーレポート 

新潟県版 令和元年 10月 

《今月の特集１》 

1 

 

※２ 

9 月 30 日に農林水産省から令和元年産米の作付状況が公表されました。 

本県の主食用米の作付面積は、平成 30 年産に比べて 2,100ha の増、また、非主食

用米の作付面積については、備蓄米は増加したものの、加工用米や米粉用米等は減少し

ています。 

主食用米の消費量（需要量）が年々減少する中で、需要のある加工用米や米粉用米等

の取組により、経営のリスクヘッジを図ることが必要です。 

 

令和元年産米の作付状況について 

 

 

令和元年産の地域農業再生協議会別の作付状況(令和元年９月15日現在・速報値) 

（単位：ha） 

 

※１ 主食用米は地域農業再生協議会が把握した面積で、合計値は国統計部公表の都道府県別の主食用米面積と異なる場合がある。 

※２ 加工用米及び新規需要米は取組計画の認定面積で、備蓄米は地域農業再生協議会が把握した面積。 

※３ 括弧内は前年差。 



  

9 月 30 日に農林水産省から公表された令和元年産主食用米の全国の生産量は 736

万９千トンで、国の基本指針で見込まれていた生産量 718～726 万トンに比べて 10

万９千～18 万９千トンの増産になると見込まれています。 

そのため、全国の令和２年６月末在庫量は 199 万トンまで積み上がると試算されま

す。 

一方、本県産の生産量は58万3千トンと見込まれており、仮に、本年産の需要量を

56 万１千トン（過去５年平均）とすると、翌年６月末在庫量は、本年６月末在庫量か

ら 2 万２千トン積み上がり、13 万５千トンになると試算されます。 

翌年産の作付状況によっては、さらに在庫量が積み上がり、米価の下落が懸念され

ますので、翌年の作付にあたっては、需要に応じた生産に努めましょう。 

 

 

２ 

（試算）令和元／２年の主食用米の需給見通し 

（単位：万トン） 

新潟県版マンスリーレポートは、「新潟米」情報センターでご覧いただけるほか、新潟県 
ホームページでもご覧いただけるようになりました。 
 
新潟県ホームページ 
 https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/nosanengei/mansuri-repo-to.html 
 
「新潟米」情報センター 
 http://www.niigatamai.info/public/list/p/aratana/c/25/ 

令和元/２年の主食用米の需給見通しについて 

《今月の特集２》 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

３ 

《今月の特集３》 
令和元年産新潟米の品質の状況について 

本年の水稲の生育は、肥培管理の徹底等により概ね順調に推移し、出穂期頃の葉色

は指標値並を確保していましたが、9 月 23 日現在でのコシヒカリの１等級比率は

15％と、平年に比べ大幅に低い状況となっています。 

農産物検査における主な格落ち要因が白未熟粒によるものであることから、これは

台風第 10 号のフェーン現象による記録的な猛暑など、特に水稲の登熟期間の高温が影

響したものと考えられます。 

H22 H27 H28 H29 H30 R元

こしいぶき(早生) 18 88 88 87 80 52

コシヒカリ(中生) 20 79 84 86 80 15

水稲うるち玄米の１等級比率の状況 

※ 農林水産省公表(平成 22 年、27 年～29 年は確定値、30年は 31年 3月末現在速報値) 
※  令和元年は新潟県農産物検査協会検査情報（9月 23 日現在） 

この本年産米の品質低下について、県では、有識者等による「令和元年産米の品質

に関する研究会（第１回）を 10 月 16 日に開催して、様々な角度から要因分析し、今

後の新潟米の品質安定化に活かしていきたいと考えております。 

また、今夏の高温により農作物等の被害を受けた農業者の資金繰りを支援するた

め、新潟県農林水産振興資金の知事特認資金を創設しました。 

あわせて各地域振興局に、９月 27 日から経営相談窓口を設置していますので、ご相

談ください。 
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コシヒカリ出穂期
（８月３日）

〔参考〕令和元年夏季の新潟市の平均気温の推移（破線は平年値） 

新潟県ホームページをご参照ください。 
夏季の高温により被害を受けた農業者に対する融資制度の創設について 
  https://www.pref.niigata.lg.jp/site/keieifukyu/20191008yuushiseido.html 
  
夏季の高温等による農作物被害に係る相談窓口の設置について 

   https://www.pref.niigata.lg.jp/site/keieifukyu/20190927agriconsultation.html 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

《今月の特集４》 
新潟米を食べよう ごはんでＧＯ！！ 

新潟県では、県民の皆様に新潟米のおいしさ、品質の確かさを改めてお伝えし、更な

る新潟米の消費を拡大するため、「新潟米を食べよう ごはんでＧＯ！！」キャンペーン

（9/1～11/30）を行っています。 

 

 

１ 「新潟米を食べよう ごはんでＧＯ！！」 

キャンペーン概要 

(１) 期間 

令和元年 9 月 1 日（日）～11 月 30 日（土） 

(２) キャンペーン協賛店（1,191 店舗） 

県内の協賛スーパー・コンビニ・飲食店等が「ごはんでＧＯ！！」ＰＲツールを

用い、新潟米や関連商品の販促活動を展開。 

 

２ 県が実施するキャンペーン期間中の取組 

(１)  BSN キッズプロジェクトとの連携企画 

   小学生以下の子どもたちを対象に「ごはんにあうおかず」の総選挙を実施し、結

果をもとに開発したお弁当を「キッズフェスティバル 2019」で販売しました。そ

の売り上げで新潟米を購入し、県内３か所のこども食堂へ寄付します。 

(２) 新潟米プレゼントキャンペーン（9/1～11/30） 

   協賛店舗で「新潟県産のお米」または「新潟米商品」を300円（税込み）以上お

買い上げのレシートをハガキに添付して応募すると、新潟米などの賞品が抽選で当

たるプレゼントキャンペーンを実施します。 

(３) 新潟米応援隊長による PR キャラバン 

   新潟米応援隊長の今井美穂さんが協賛店舗（スーパー等）を訪れ、新潟米 PR を

行います。 

※キャンペーン情報の詳細は随時、公式サイト（http://www.niigatamai-gohan.com/）で発表します。 

新潟米を食べよう ごはんで GO!! 店舗イベント 

＜お問い合わせ先＞  
担 当：食品・流通課 食品産業係  
電 話：025-280-5306(直通） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

(１)一般コシヒカリ 

 ８月の30年産一般コシヒカリの販売比率は、

前年と同じ94％となり、前年並みになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２）魚沼コシヒカリ 

 

 

 

(２）魚沼コシヒカリ 

 ８月の30年産魚沼コシヒカリの販売比率は、

前年比２ポイント増の95％となり、依然前年

及び前々年を上回って推移している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 概況  

30年産の新潟米の販売状況は、概ね順調に推移している。 

作柄不良等により集荷量が減少したことから、30年産米の販売は概ね順

調に進み、全銘柄の販売比率（出荷進度）は前年及び前々年を上回って

いる。 

販売比率 

５ 

２ 

新潟米の販売状況 



８月の民間在庫は、全国では依然として前年を下回っているが、30年

産の新潟米については前年を２ヵ月連続で上回った。 

 

 

 

(１)新潟米 

 ８月の新潟米の民間在庫(うるち米)は、前

年比9.4％増の35千トンとなり、前年を２ヵ月

連続で上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)全国 

 ８月の全国の民間在庫(うるち米)は、前年

比9.2％減の79万トンとなり、10カ月連続前年

を下回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在庫状況 

６ 



  

 

 

(１)一般コシヒカリ 

８月の30年産一般コシヒカリの相対取引価

格は、前年比0.8％上昇し、17,020円(玄米

60kg、税込)となり、２ヵ月連続で上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)魚沼コシヒカリ 

８月の30年産魚沼コシヒカリの相対取引価

格は、前年比3.5％上昇し、21,735円(玄米

60kg、税込)となり、13ヵ月連続で上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相対取引価格 

７ 



 

 

 

(１)一般コシヒカリ 

８月の一般コシヒカリの小売価格は、前年

比で3.8％上昇し、2,239円(５kg袋販売時換算、

税込)となり、７ヵ月連続前年を上回り、上昇

傾向が続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)魚沼コシヒカリ 

８月の魚沼コシヒカリの小売価格は、前年

比で0.5％下落し、2,769円(５kg袋販売時換算、

税込)となり、11ヵ月連続で前年を下回ってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小売価格 

(POS ﾃﾞｰﾀ) 

発行元：新潟県農林水産部農産園芸課 

ＴＥＬ：０２５－２８０－５２９５ 

ＵＲＬ：https://www.niigatamai.info 
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資 料 編 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

販売状況 

契約状況 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

契約比率 

相対取引数量 


